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チスボン錠 5・チスボン錠 10 使用上の注意改訂のお知らせ 
  

拝啓、時下益々ご清祥の段お慶び申し上げます。 

平素は弊社製品に対し格別のお引き立てを賜り厚く御礼申し上げます。 

この度、チスボン錠 5・チスボン錠 10 の使用上の注意を下記のとおり自主改訂致しました

のでご連絡申し上げます。 

今後のご使用に際しましては、新しい〔使用上の注意〕をご参照下さいますようお願い申し

上げます。 

敬具 
 

記 
 
◆抗てんかん薬として使用する場合の使用上の注意について「その他の注意」の現行記載を

１）とし、２）として下記を追加致します。（下線部追加箇所） 
 

改     訂     後 改     訂     前 

【抗てんかん剤として用いる場合には下記事 

項にも注意すること。】 
（９）その他の注意 

１）投与した薬剤が特定されないままにフ

ルマゼニル（ベンゾジアゼピン受容体拮

抗剤）を投与された患者で、新たに本剤

を投与する場合、本剤の鎮静・抗痙攣作

用が変化、遅延するおそれがある。 
２）海外で実施された複数の抗てんかん薬

における、てんかん、精神疾患等を対

象とした 199 のプラセボ対照臨床試験

の検討結果において、自殺念慮及び自

殺企図の発現リスクが、抗てんかん薬

の服用群でプラセボ群と比較して約 2
倍高く（抗てんかん薬服用群：0.43%、

プラセボ群：0.24%）、抗てんかん薬の

服用群では、プラセボ群と比べ 1000 人

あたり 1.9 人多いと計算された（95%信

頼区間 0.6－3.9）。また、てんかん患者

のサブグループでは、プラセボ群と比

べ 1000 人あたり 2.4 人多いと計算され

ている。 

【抗てんかん剤として用いる場合には下記事 

項にも注意すること。】 
（９）その他の注意 

投与した薬剤が特定されないままにフル

マゼニル（ベンゾジアゼピン受容体拮抗

剤）を投与された患者で、新たに本剤を

投与する場合、本剤の鎮静・抗痙攣作用

が変化、遅延するおそれがある。 
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